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中国における国民所得の分配

一蛮1哺初の分配比モデルを中心にして一

まえがき

本稿は中国雑誌『親済研究』 1959年11月号に掲叔され

たffi輔助の「硝定狽梁和消費比例的若干力法函1り幽的探

討」（苦秘・消費比率を決定する1苔干の方法；ifll］検討）を
紹介しようとするものである。本頗にはいるまえに，中

国においては国民所得のli1]題がチ）T位の形で論じられてい

るので硲河・の貰料をあげてその傾lnJを紹介する。同民所

得論で多くIli幽とされている点はつぎの 3つである。

(1) 国民所得概念の確定

(2) 同民所得計測の方法論

(3) 国民所得の梢費と布釈への分陀の間艇

このうち特に第3の問題は社会主義経済政策のすべて

ー一価格政策，貨金政策，租税政策，核群制庇政策な

どーーを包括するものである。最終的に同民所術が消授

と苦釈に，さらに存灌が生脱性固定只恋投沢へ分けられ

てゆく全過租を把握するためにほ，これらの諸政策の内

容が理解されなければならない。しかしながら今回はそ

こまで！！！腐iを広げることなく，同民所得を決定するこれ

ら諸政策の結果として叩J.¥されたものの分配問都こつい

てのみに只料を賂理することとする。その後に本Ill]酒で

ある煎ili諒）の論文を紹介する。

I 国民所得についての諸論文

1 国民所得概念確定に関するもの

これは汲も古くかつ新しいl1郁｝酋であって，迪くはマル

クスにまでさかのぼらねばならない。 liij題の内容は国民

所得に参画する労勁すなわち生産的労拗とは何か，物質

的生敗部門とは何かということにtまかならない。このItj

題についての最初の漁文は

(1) 土生，「国民収入」（国民所得），『学刃』， 1955年

第6期。

である。中国の社会主義革命はソ述のそれに遅れること

3呼，あらゆる経済体制においてもまたそれを分析する

経済学においてもソ辿の業6'tを椛入するという形で行な

われた。同民所得論争においてもこの例外ではない。

(2) f，l怖頃，「非朕美子社会主又社会的国民収入問阻
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的討論」（社会主義社会の同民所得問函に関するソヴ

ェトの論争），『経滸研究』， 1956年第5期。

(3) ~J-j都酋，「芙·子社会主叉社会的熙民収入II!J題在~i·

朕l't-J討論」（ソヴェトとの社会主義社会の国民所得1閉

郡・こ関する討淑），『新4年月刊』，第18jll。

などはソ述の涵争を手ぎわよく照理し紹介している。中

同における論仰・文しばしばソ辿における論争がそのまま

の形で反映されているが，中国の社会主義経済学は現在

ソ連のそれを吸収する段陪にあることからして到畑荏の

意味を認めないわけにはいかない。国民所得概念tこ蚊終

的な確定を与えるものとしてほ，

(4) 牛中黄，「我同国民収入(I勺和梁和梢1'e」（わが同目
民所得の紫甜とi肖1’t)，中国1¥＇年出版社， 1957年。

この第2党「什公是国民収入」（何が国民所得か）があ

る。これほゾ述の『経済学教科内』第34磁：または『経済

統計学教粍ふ笏 2~』第 2 浮で定義されている物質生能怒

門一ー工業，農業，建設業，貨物迎翰，通｛記のうち生産

！こ叶叶仕する部分，原料・機械の補給，商業および鉗追，

公共食幽，その他の物質的生廂部門ーーと同ーであるこ

とはいうまでもない。

2 国民所得酎•illl]に 1iJするもの

1952年固家統計局が設立され， ni•画経済に必要な国

家経済諸統計のi烈料整備が開始された。 1957年ソ述の
l(ypc dKOHO』[U’lCCl(OIiClllamucmI↓l(（tが「経済統計学

教程」として中国に甜訳されてから，問家経済の踏統計

の理論が確立されたとみることができよう。しかしこの

併物の（、ド系的な翻沢の前に閉民所f!］の計測：•こ関しては，

(1) 岳錢，「国民収入ITI・鉗方法油」（国民所得計打．方法

諭），『綬祈研究』， 1956年釘'53期。

が最も包括的である。岳鋭は第 2箪において物質生殺領

域の各部門の 1つ1つにつき計功．．方法を詳しく指示して

いる。国民所得！ままず国民総生韮額をal•出し，しかるの

ちに生産手段の行I]ti1部分を邸出して詢者より後者を差し

引けば得られる。エ菜総生殿額は工場引き渡し価格をも

って，位業の掲合は庭先価格をもって：評価し，建設染は

基本建設額から橡械設0ii餅j:詔認差し引いたもの，迎稲

は生産地から消股地へ移転して得られた付加価値，商業
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は9僅買価格と販売価格との旅，公共食堂？．ji業は加工後阪

売した総佃i（直。こうして総価値が諄ll1されてのちは第3

窪で生産手段の補棋部分と労慟対象の原料，燃料などの

消託部分とのJI—邪方法が論じられる。さらに湘者は得ら

れた1到民所得が分配または祁分配されつつ絣過程に流れ

てt1)＜価値紅5分の社符方法を説明している。この論文ほ

先の` J述の『経済統，:JI一学教私！』の第10欧から第13坪：まで

をぢ照して併説すればいっそう論点は明確となろう。

3 阿民所得の i消費と甘莉'iへの分配にl•関するもの

目民所得！こ関する多くの論文ほこのI!！］幽・こl臭l述してい

ろ。社会主義社会では国民所得の確実なる把梱は計画径

済になくてはならないものであり，賢本主淡社会の国民

所得が·,り後的な経済力の把握であるのと{•まj"ばなり，次期

の伊1民経済の発展を，JI・画すべき油礎毀料と経済福祉指楳

となるのである。具体(Iりにその内容を述べるならば，経

済泡殷政策において最も煎要なll別釦認l：会生爵の 2部門

―生旅手段生殺部門とitigti1オ生脱部I"l＿の比率の確

定I!！j阻となろう。したがって中国の経済学者たちが社会

宅没経済発展法llll――第 1躙'’j俊先発）艮の原則ー一の具

伽1,·J表現であるこのI闊迫 i•こ深い1附心と努力を払っている

ことは酋宵できるのである。年代l〖れここれに関する涵文

を列j洛するならばつぎのとおりである。

(1) I認1:緻「梵・f我岡過渡狐I的公民合法収入」（わが
国過渡期：こおける人民の正当なる所得：こついて），『政

治研究』， 195(-i年第 6紺）。

(:?) ;’ふ一説「正lif1i紅 l直梁和梢費的笑・系」（存沿'tと梢
費の関係を正確に処理とよ）， 『新．ft盆や月T4l』, 1956年

第20期。

(3) 牛中焚，「我国民ll又入11勺祖梨和i消費」（わが国岡民

所得の将訳と梢費），『学3』,1957年第16号。

(4) 楊波， 「対我問同民収入使用中1肖骰和祖梁比例(Iり

一些理解」 （中国国民所得の分記における消既と苔絞

の比閃むこついての一見然）， 『学．可J, 1957年， 20号。

(5) 朱滋平，「哭r•阻民収入若千IUJ/liI的商栢」（国民所

得：こ関する秤干のIl1]題検討），『罷済研究』， 1957年第

3期。

(6) 楊波，「試］倫我国国民収入的分配問姻」（わが国艮I

民所得の分記［闊図についての試論），『綬済研究』， 1957

年第6期。

(7) 国家統計局研究室，「我国国民収入生戸和分配的

初歩研究」（わが国困民所得の生産および分配ついての

初歩研究），『統Jt研究』， 1958年第1期。

(8) 岳錢，「研究既梁l叫国的原期和方法」（恭8't間図の

邸HIlおよび方法の研究），『統計研究』， 1958年第 5期。

(9) 楊波，「我屈l罪1民収入中狽菜和梢喪決系」（わが隅

国民所得の紫戟とifi費とのI関係），『新井碍半月刊』， 1958

臣年第22期。

(IO flt補助，「柿定狽梁和消費比例flり若干方法論1問題

伯探討」（恭凩't.itii吃比率を決定する若千の方法論板

討）， r経新研究』， 1959年策11期。

{1≫ 岳磁，「布石級理国家建設和人民生活的相互関係」
（国家建設と人民生活の関係を正確I•こ処理せよ），『紐

梢研究』， 1%0年第6期。

これらの諮諭文は，ま釘競t狂膝'tとの関係について

は，箕本主義社会の場合のように「v」と「m」との間に

敵対的な矛盾はもはや存在しなくなるという基本的態庇

から出発して河者の1:Ml係をつぎのように規定する。消費

は個人利益と短期利益，甜蹂＇［しま集団利益と長期利益をあ

らわし， したがって阿者の関係は矛府の統一物としてと

らえることがでさる（湖ー波(1)，楊波(0)，岳泌煎l)）。消

費水的針ま紋終的に生揺水部により規定される（菊ー波(1),

括鋭(8)）。このことからiiti1そのみに注月して個人梢役が

犠牲！こなっているという批判しま事実をみていないと主張

する (t.,i一波(2)，棉波(6)>岳紙(U)）。したがってこの丙

者の始本Iil係から，梢費の上5は生蔽の上外を越えては

ならないという統一された茄本即iりが生まれる。 1958年

以来のiii速度成長に関する諮論争l"J:,•せんじつとられば生

逝策 1主汲者と全体のパランスとif1iIt水邸を考l.舷に入れ

ながら計画経済を遂行してゆこうとする者とのifi費と器

甜との分陀比に対する邸見の相迩からでたものである。

つぎのIll題として具体的に分配Jtはいか：こすべきかと
いうことになるが，裟炉ー波は(2}の論文において1956年ま

での分陀比を勾：出しながら20~25％を妥当な線とし，楊

波(0)，牛中双(3)はソ辿の例をひきながら25％内外を妥当

としている。経済発J艮9)成長速駿を分析するため｝こ役股

と祁i政とヽ＇）北 0みな邸出しただ：・・}・では不十分である。総

投探の中には生庶手段の補収部分と非生産部門への役fi

がはいっているからである。したがってより正確1こ把握

するためには投資の配分梢成比を研究しなければならな

い。 }tlf．一波ほ(2)の論文：こおいて国民所得中の消毀と菩厖't

との分配lt,つぎには翌甜'tの主郡的役鳴をしまたす財政の
国民所得中の比，国家予媒と基本建設費との比率，基本

建設中に含まれる工業部門投資の比率などを分析する必

要があると強濁している。拾波も(6)において，分祈は生

舷性部門と非生産性部門との投資比，固定沢在と流励只

産との比率などについてあわせて行なわれるべきであ
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る。なぜなら国民所得(/)li{1大｝詞i¼本的には料i毀と寺it't と

の分配比に{k:{．f·するが，直接(l'•Jには生脱投沢に（火存し，

さらにそれは砧．本建設費：こよって規定されるからだと主

弘して tヽ．る。

以上 1,2, 3,にみられるd)が中国経済Jこ作・:/.1の国民

所得分析の主要；；紅0文である。つぎ：、ここの中でl,1とも労作で

ある直瀾Q)~(/）論：文を紹介する。

n 噛IMiii乃の分配モデル

社会主汲経済学知＇汝終的な 1:11)りが社会主孜経済法則の

発見:二経済の総合パランス理論の節泣であるから，旧民

所得が，； I•測されたのちは，一方では人民の生活程殿を[[,j

上さ・とながら（也方で困民経済全体を1汲も布劾的に発展さ

せも；bくため：こ， LFL民所得を分配してゆく変数を求める

ことが次の主要な諜臨となる。それは具体的には生脱手

段使先発．展の原!11Iを1:［きながら， 111民所得(})荼・t'iとiiIit't

への分配をどうするか，それがひいては経済ti政りにおい

て生産手段とiti‘i’It手段との．il・凍 ltをどうするかというこ

とになる。；；名滸は「~i鯰：！！梁和梢毀比例（明評力法論Ill]

暉暉趾l・」（存殊'i• ti11'ilt水を決定する昨l:0)方法譲検
ji.寸）においてこの1川郡こ慈欲l内に接近しようとしてい

．る。すなわらかれば玄ず人口と労備力が増大したJ•り合．

梢費水地と労任姓．晩性との低下をもたらさないで生照を

泣行してゆくためにらさするiiり役と祷砧との）＼雑低必要政を

決定するi船込索を分析ナる。つぎにii'i費および窃i1li(J）こ

の泣低必要•!1t以上の余屎伽i民i所得が分配されてゆく楊

合，梢費水部のI6j-I::と労拗生旅性のIfり上をもたらしなが

ら）i女翡どこまで分配できるか，またそれを決定する要索

は何であるかな分析する。そののらに荼秘とi肖費の分配
比とそれに遥合すぺき同民経済の楷成比，すなわも第 1

細'’l:t.5よび第2部l"l(}）楷成比との関述をモデルを用いて

分析している。

；とこで以・・ドこの紺的に従っ•こ紹介する。

1 1H民経済(J)ー・，i'?t'iと消毀沢金の最低必要fl,｝要批の確定

社会主裟社会でのl・l1民総生i絃物（まつぎのように分配さ

れる。まず純l叫民所得と生i：相手r雑lig1部分，国民所得(・-.t．
さら（こ吝ii'｛フォンドとiff戎フォンドに． i潤'tフォンドは

生陥性甜l"Iへの投沢とJI,生．f祖：．部l'1[』19と即iをへの投賢：お

よび国家i・¥1i帯の 3つに， ii'i1'とフォンドは社会(1勺梢t'i:フォ

ンドと伽1人1'.（り消骰フ；rンドヘと分かれる。ンとこでざ殊't,
郡党の珀加汲低必淡i,．れまつぎの他'iJiぺ．訂IIされる。

(,) :,wriぶ陥金(/)lし雑低必要．． ht 

凶卜紐増加人口 An＝増hli労1勁;)とすれば
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R 生1:i'.湘l糾匹j;.(l注輝t

1nx物財生．i疱・祁l"]の労働滸 1人平均固定沢瓶契

(iii:｛・.: 

Anx物財生旅部1"l(/）労拗1'11人・平均の流勁iむi金

ここで初14生i約'iill"］とば先の1月民所得ヘ?)i1liする'8

つの物（叱9生旅領城をいう。

Rリl：生産性WI追莉砂）i部't
.lNx l人当たり平均J,1=生i揺固定虚嘩i

uNx 1人当たり平均在J11（前費財ffii

ここで非生旅1生固定沢脱とは（虹む，病院および学校，

映両館などの教行文化施設である。

⑥ 国家(iii冷'i

Anx労伍餡・ 1人当たりの再生旅過科のII・：常遂行

をi泉，1ll:．する予(iii丼ぼt1{ii

以上から当期の労例者増加致と労俯者 1人当たりの平

均riil迫` i旅碑ii韻，流勁貨金， l罪l碕釘噌iii{｛iがわかるなら

ば，従来の労拗者の生産性を低下させない規模で生i！花を

続行してゆくに必要な荼翻領が3)：出される。

（口） ii!i費媒金の紋低必要id:

ANX人口 1人当たり平均の社会的梢費頷

~Nx 人口 1 人当たり平均の個人的梢1,titii

以上の合計から従来と同一•水準の生活程度で生活して

ゆくに必痰な梢喪J1y:1Jl1額が得られるのである。

!！我絆l：および非生i?i1{生固定臼産額の増大は，生t祖！オ部
]'11似憫＇｛を意．味する。したがって素材の面からみれば，

このプロセスによってほじき出される数字は労俯生煎性

を低下させず増加労俯力を使用して経済活屈I)を行なう最

低荼f1't必要糾：と，生活水巡一定とみたときの培加人口を

包合する新経済の梢費財最低必要派をあらわすものであ

る。

2 追加苓汗俎1,｝痰とその蔽翡限界とその決定要索

1の人「．I増加と労拗者j,?i)j[1という条件下で生迩性と生

柄水部が一•iとと仮返されていたが， 2ではこの条件をは

ずし，国民i所得を生旅性向上のための追加投只と生活7j<

斯｛り上のための追Jjili競'tとに分配してゆくと仮定するな

らば，その追加投貨と追加梢費を決定する諸要索ほつざ

のとおりである。

（イ）恭t'湛金の追加；l,；要決定要素

(a) 現布企業の稼動をよりfi訊*的にするための流§り

衷金

(b)新建築・または改築に必淡；な固定ilj祖と流勁貨金

もとより拡火再生旅を行なってゆく場合には (b)が

中心となり，新しい固定鼓庶とンとれに伴う流励沢金i：：



“●9鼻“‘”‘‘,．‘‘‘•rぶ99r-‘‘”’‘9.. 、ヽ9999~···99...“99‘‘99‘”’‘””999”‘9999‘’”‘999●、、..9999‘’●●●99‘‘•99999999'”'”‘鼻•9999‘‘‘‘‘‘999999ヽ9999ヽ·.•-—-----• ----—• ----．．—•一 ー ・一一← ——ー・．．―-安 料””‘“”””“““”“

よって全体の労例者の箕本装餅i冷｛が11,Jl:L,生旅性の

I:1)上をもたらす。

(c) 人民の生活水杓し改将に伴う非生ダ絆I:固定i甘砂）

増大

(cl)経済活動の拡張に伴って1,uf:I'：（Iりに必要となる1肖

詔課IH災tiなまたは国防部l"Iの固~J.芍産の特沫't

(e)国民生活のIhJ.I.:iこ必炭な『l費品のWl溶

（口） tiり1籾凶金の追加，也奥決定要・'｛令
(a) 文化救ffi'(,衛生社会保l窄喪などの一部社会梢

費~I~金の増大

(b) I迫啄1憫諏椛および1羽防費())tN)Jll

(C) j丞I民生活水準lij」:(}）ための附）JII甜i

以上が甜砧と iti費の大小を決走す 7遥蹄認•iである。社

会主裟経済が，；I・祖ii経済であるかさ勺）， これらの諮変数を

かなり訛邸に操作することによって経済発J設が逹成され

るものであるとすれば，これらの諮変数の操作可能箇湘

なスつけ出すことが前要な仕？]i:となる。；抒者は以下のよ

うなモデルを作ってその解決に接近；しようとする。

第1のモデルは第 1表でみられるように，当期のl¥I民

所得,1000,うも溶戟に1甘1されるもの1000,7爵'):'1(3000,すな

わら分配比25:75と仮定する。今国民）所得の培加を20%

第 1表

I エ／•／』／1ーニJii［しー••『-/—-1-ul；;―：ーロ
. .J: tiii 1 96 1‘•J :乳iil 9 6 9こii(i1 96 
ー・・・ ---... 

国民所得
I 

4,000| 10() 4,800| 100! 4,800l l(）0 
翌淋＇i某金 1,000! 251 1, 740:36.3j 1,000120.8 
ii1殺某金 3:()(){)| 75 3,（)60:63.7| 3,80079.2 
ー···-—,•· ・----・・一・" '-．—••一------·..一•-- ----• • 

とするならば次期では4800。人口が年率2%:lfl)j[1すると

すれば生活程度ー•定として次期の料i股蚊低必要1itは3060

となる。したがってこの条件下では国民所得の増加分800

のう tふ輝11•こ liJI されるものは 740 となる。：tl洒期の第 2

例では所得力Y,}J11分())全部が梢数に!i;ilされるとすれば乎泊't

mijとIiijじ1000である（もっとも第2例‘Cは労俯者の沿

JnIが全く考泌．！こ入れられておらず， したがって前述の労

例如人当たりの生産性一定という条件からくる蚊低祐

戟必双批h.，I加•1磁認？：出されていない。本来はこれを入れ

るべきであると思われる）。このようにして帝歎と梢費の

itti磁l例で36.3:63.7,第2例で20.8:79.2となる。

第 1 例で1ま阻民所得のガ‘'11JII分を苔戟と梢1,(I•こ随．に分配
できる留［は740である。節1例の苓戟比36.3%，釘＇に 2例の

20.8%，この差15.5％が閲民所得の変数範囲といえる。

第2のモデルでは国民所得の妍大比半を35％と乱！定す

るクこのモデルの汁画期第1例，第2例より密店'tおよび

第2表□ ] ・--it．＿ 画＿1ー問二
.. ・-.. (1) I (2> •一 ·~ ー・ 鳴•• ・ 

実 菰i1%:'.)~ Wti I % I 1~ WCi I % .. -・・ ·-····---·--•·--··- -- ・ ー・．．．．

郎仰 4,000| 100 5,4()()•1001 5,400; 100 

fi'iit)占．金 13,000! 75! 3,060:56.7! }：器闘：t令油＇渫金 1,0001 25 2,340;'13.3 

•一．＿．．ー・ー...., ・・・- ・・----・一・・ 一

犀砂紋大砧凄と敢少i,~,;：要との恙は実額で2340-1000=

l:M(），国民所得に対する比は2-1,8％である。

モデル l, 2を比較してつぎの結論が得られる。

(1) 国民所得の附大比が大きければ大きいほどi肖数と

荼状への分氾の可能性が）広くなろということ。

(2) 国民所得())増大が多いほど苦ふ'i率のJ沈1大および梢

費字のJ・t'1大の可能性が大さくなるということ。

l•i非l民所得をできるだけ急．瑯こ培大させればそれだけ喘

杭とii膠t(/）可能性の（卿瞑湛、・められ， したがって，謁寅初

を中心とする右派分子の「悩速朕の発）j足は経済0)失訊使

きたす」というi澁涵は当を得ていないと批判している。

3 素材iii1り）栴造と窃灌消費分配比砕t

1, 2 において住I民所得と ii1費および謳’tの I•関係を考

寮してさたが，その麟との上に立って索材iili（虹暉と

叩it!！オ）の村It成lt！こついて考寮して：9..,_ょう。

ぅ縣＇成金の主たるものには前述したとおり生．旅性固定

貸旅と非生E腔l:．固定ft腔とがあった。物財形態では主要
なる生iiitl!1と一部分の料i費財となる。 iti費甚金の力は物

財）杉懇では梢1'瑣料である。したがってマルクスの再生

廂表式の符号をもってあらわせば，令＇淋 'tとiiり費との比しま

つぎの公式で表；！っされる。

＿区ユ〗ナ四2.=-（」-c_+II C) 
}l (C -1-V + m) 

ただし I(c+v+m)-(1 c+rrc)＝国民所得中

の生苑財数址

II(c+v+m)＝国民所得中(J)i肖費財数f,l：

井樟'i部分中の 1部の御僻沼it財を考I.紋の外におけば公

式表現：t上記鉦しい。この公式を使ってモデルをたて

ると第3表のとおりである。

第3表

I C IV+m「 -I• 噂樟甘 "1民所得
--------rt＿竺＇ 1旱 l上I I 4,0002,000, 6,000: 66.7| 500| 14.3 
第1例 Jll,5001,500,3,000 33.3、3,000j 85.7 
・合in・1s,soo1 3,soo; 9,ooo: 100.0: 3,soo1 100.0 , -------..—- | 
第 2例i!li：器請腐1温：認1盆・・tl i:g盛器：g
合汁 6,50014,000110,5001 100.01 4,0001 100.0 I --• 一・
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第1例では総生産額中に第 1部l1166.7，第2部門33.3,

国民所得3500の構成比は第1部門の貢献殷500,第2・祁

門の双献度3000,すなわち苦甜と消費の分配比は14.3:

85.7である。第2例では第 1例の場合より国民所得中に

含まれている第1部門の比が記'i<想定されている。すな
わち総生産額でほ第1部門71.4%，第2部門28.6%，固

民所得では第 1部門（苦i't)25%，第2部門 (i肖1し） 75 

％である。この 2つの例から考えられることは

(1)国民所得の消費と訊't比！こi組を与える要索は 2部

門間の比であること。すなわち

I (c + v + m): II (c + v + m) 

(2)国民所得の消毀と菩成の比に影抒を与える第 2の要

索ほ，第 1部門と第2部門との比が一定で他の条件を不

変とすれば (Ic+Ilc)の多少である。すなわち補収

部分がどれだけ節約できるかにかかってくる。

(2)の点：•こついてもう少し検討を加えてみよう。第 4 表

で設定されたモデルでは第1例総生飴額10,500のうち，

減耗生産手段と使用生ilit対象との合計 Cは6500,第2例

で6400：こ仮定してある。すなわち第2例では第1例より

100だけの鉗j約がされたものと仮定されている。そこで

第4表

| 9C+9’4-m| c l ―．．ー•-国民 i疇ニ-
.----」 ．爽阜l—呈．．
I'7,500| 5,000I 1,000l 25 

第 1例 n 3,000| 1,5001 3,000; 75 
合計 10, 5001 6, soo; 4, ooo; 100 

| I 7,500| 4,950| l,100| 26.8 
第 2 例 III 3,000 1,450 3,000• 73.2 ，合itl• 10,9⑳i 6,400| 4,100| 100.0 -
この仮定のもとで国民所得は第1例で 4000=I 1000+ 

II3000,第2例で4100=I 1100+ Il3000,すなわち国民

所得の構成比It25 :75と26.8:73.2となる。いうまでも

なくこれは苦戟と消費との比にほかならない。 100単位

の節約を行なうことによって苦祓は 1.8％だけ培大した

ことを意味する。

1, 2, 3を通じて得られる結論は以下のようになる。

すなわち国民経済の諮困要と衰源とのパランスをとりな

がら．かつ沿i速殷で経済発展を遂行するためには悩率の

苔戟が必要であり，索材面における国民総生産物中の生

血樟il'1および消毀財部l’1の経済描造をそれに適合する

ようにしむけること。具体的には国民所得中の生施部門

の箕献疫をできるだけ多くすること―生産財部門をで

きるだけ俊先的に発展させることにほかならない。具体

的：ここれを遂行する政策として著者はつぎの 4つを上げ
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ている。

(1) 生即11部l"）と梢費財部門との比が国民所得中の特

耕とi肖払だとの比に相応するためには，企業の生産方向と
投衰方1fi]とを改めること，それは次の公式から行いうる。

P1 _ x+-iさ＿C―
k =．  
P: y 

P1 x+—g--(X+y) 1-c 
•一•一• =—·--• •• --•• p~- ---y x+y= 1 

ただし P1"•国民総生産額中の生恋財比汀（

P2'•国民総生産額中の消費財比重

C •••国民総生並額中の物的消純

1-C•••国民総生産額中の国民所得比犯

X••国民所得中の生脱財比重

(1-c) X•••国民所得中に含まれる生鍛財の国

民総生産額中の比煎

たとえばここで生産手段の補収分x=45%と仮定すれ

ば， x（国民所得中の生施財比誼すなわち翌胡'i)を25%1こ

するには第 1部門と第2部門との比は 58.4:41.2とな

る。 c` と同様額の仮定のもとで裕石’tを30%lこするには，

第1部門と第2部門との比は61.8:38.5となる。

(2) 投賢政策および生陛方向の改良のみならず，問民

所得の存沌't比に適合するよう生産財， i肖費財の使用をも

調整すること。

(3) 可能なかぎり生殺手段と労慟対象とを筒約して国

民所得中の生廊財の比重を益めること。

(-1) 第 1部l"］と第2部門との比を渕盤するために国際

貿易を十分利用し役だたせること。

以上が著者の主淡な論、点である。国民経済を発展させ

るためにはまず？品度の苫戟が必要である。社会主義社会

においてはすべての生産手段が国家所有または協同体所

布になっているので，生産手段の私的所有と生産の社会

的性格からくるgJ要と供給との矛盾は解決され，したが
って麻庇者樟'tはそのまま次期国民経済の研皮成長を意味
する。だから問題はいかに菩戟疫を盗めるかということ

と，その密放を次期の翡苦祐逹成を可能ならしめるによ

り有利な経済札＇i辿を作るためにどう投沢されてゆくかと

いうことになる。具体的には生産財部門と梢費財部門と

の比であり，工業と位業との投資比としてあらわれる。

衆知のように社会主汲社会の主要なる経済法則は生産

財生産部l"Iの悦先的発1展の原則である。これはマルクス
が沢本主義を分析するに当たって，｝も本主義的苦訳が進
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むにしたがって貸本の有槻的構成は窃度化するととら

ぇ，さらにレーニンが『いわゆる市楊問固によせて』に

おいてマルクスの理論をさらに一段と発展させ，資本主

浚社会は技術革新が行なわれるにしたがって生産手段生

肱の生産l11部門が紋も急速に発展し，つぎに消費財生産

の生庶財の生産部門，つぎに消費財生産という順I:tた(.;不

均衡的に発展することを理論し，さらにかれが社会主義

建設のため1こ定式化した原則にほかならない。もとより

マルクスおよびレーニンの慈図は，貸本主義社会のこの

不均衡発展の必然性をもって箕本主蕊の舷版を論証しよ

うとしたものであるが， レーニンは社会主義社会におい

てはまさに拡大再生座の決定的かぎは韮工業似先発）艮で

あることを強瀾した。レーニンのこの理論を実践したの

はスクーリンで，今日までのソ辿の経済発展の政策はこ

れが1'［かれている。毛沢東による中国の経済発股もこの

伝統を引き批いで今日に至っている。

ソ辿では1929年スターリンが経済構造炎式の研究を捉

示してからこのIUJ函は国民経済パランス表式として多く

のぶみがなされてきている。しかしながら中I恙lにおいて

この原｝ll]が具体的に第 1部1"」および第2部IHJの樅成比率

を国民所得の分配比との I•関辿としては十分理論化されて

いるとは思えない。中国ではこの問題が具体的に取り」：：

げられるようになったのはごく汲近で， 1955,56年には

いわゆる社会主義の客鋭的基本法則とは何かについて盛

んな談論がなされたが，具体的に「生産手段部門俊先発

展の法則」を折り込んでなされる段陪I'こは迫かった。ただ

その中で張1臣夏（「対『）A馬却紺「大再生戸公式来研究生

Jiz資料｛尤先培大的JJ只理jー文的意品」ー一「マルクスの拡

大蒋生産公式と生産手段俊先発展／原則の研究」に対する

意見）—ー，『経祈研究』， 1957年第 I 期）が丁肖達の1956年

第4期に掲載された論文に対する批判という形でこの原

則の明碇な論証を行なっている。また文lj国光がレーニン

全集出阪記念として杏かれた諭文「列字決子社会生戸阿

大部癸比例笑・系学説的玄展以及区分学説対社会主又紐祈

建設的慈叉」（レーニンの 2 大部1"ll•こ槻する学説の発展お
よびこの学説の社会主孜経済俎設の意義），『親済研究↓

1959年第11期）の中で，生舷手段の飯先発展原llljの社会

主義社会での意義を解説Lている。しかしながら両者と

も国民所得の分配比率とこの原則との関迎という形では

とらえられていない。したがって中［洞において社会主義

経済建設の蚊も甚本的l閉図である1卦民所得の分配比と経

済構造の点を巧みに関辿づけ， 2つの相関関係を解明し

ようとした点において著者麟諏の論文のもつ慈義が認

められるものと思われる。 （囮査研究祁 小g,t邦逸）
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世界銀行使節団のインド・パキスタン調査報告

まえがき

ここに紹介する沢料ぱ， 1960年2月から 3月にかけて

行なわれた !viissionto India and Pakistanのいわゆる

3 喪人—ーSir Oliver Franks（イギリスーロイズ銀行韻

取）， :Mr.Hermann Abs（西ドイツードイツ銀行会長）

および Mr.Allan Sproul（アメリカー前ニューヨーク

述邦準iiii銀行総戟）がプラック世界銀行総裁の指示によ

りこれら j,1~1•目を油ll!] して経済状況を祝祭し，かつ丙間の

趨勢と iii•西中の llfl発予定を調査した結果を世界娯行E|Pl 「•

会に報仕j• したものである。

なお今即）レ叔ートで特に注Elされることは， 且：界銀

行が1i,l独で低腐I~餌Iの経済診断を行なう従米のやり方を

変えて，イギリス，アメリカおよびi11iドイツのトップ・

レペルの経脚！J9・i"l家たもに謁究を依頻したことである。

もちるんこの報告は 3人の個人的な立場：こより行なわれ

たもので，憔銀融貸もこれにより最終的に決定される筋

合い(J)ものではない。それだけに31r'f人はより自由な観

点から両国の経済診断ができたことであろう。最近低開

発屈］援助について国際問の協潤が大きくクローズ・アッ

ブされているおりから世界銀行がイギリス，アメリカ，

西ドイツのトッブ・レペルの人々の協濶により後進国経

済開発に関する調査の先ぺんをつけたものとして笈；義深

いものがある。

レボートの要旨はつさ夜(l)とおりである。

(1) 批棠部1111の開発に位煎点を1代くこと。

(2) 民間部門の重痰性を認識すること。

(3) エ棠はlI.1f）•j技1，府の状況を喝総し，また朋内衰源に

依存するJ虻合の大きなものの郡姿を促進すること。

(4) インフレーションを防ll.:し，健全な財政金湖．政袋
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